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p近所の方でまだ市政だよりが届い

ていない方がありましたら、町務

連絡員の方へ連絡するようにいっ

てください。

p転入または転居しておられる方で

まだ転宕転入手続をしておられな

い方もできるだけ早く手続をすま

せるようにして〈だきし、。
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大村市監査公表第 l号

地方自治法第 199条第 4項

の規定による随時監査を執行

したのでその結果を次の とお

り公表する。

昭和40年5月11日

林田安彦

三島恵吉

大村市監査委員

同

本
監
査
は
収
入
役
の
取
り
扱
う
出
納

U

事
務

m
当
該
出
納
に
関
連
す
る
歳
入
調

一

定
支
出
負
担
行
為
等
を
含
む
。

)
に
重

一

点
を
治
き
執
行
し
た
も
の
で
あ
り
、
モ

一

の
事
務
処
理
は
宇
治
む
ね
良
好
と
認
め
-

ら
れ
た
。
な
も相
補
助
金
の
交
付
に
あ
た

一

つ
て
は
、
交
付
目
的
及
び
補
助
条
件
等

一

を
明
記
し
た
指
令
書
を
発
し
被
交
付
回

一

体
に
対
し
て
、
交
付
趣
旨
の
徹
底
左
は

一

か
る
と
と
も
に
、
そ
の
結
果
に
つ
い
て
-

も
事
業
報
告
そ
の
他
適
切
な
資
料
を
徴

…

ず
る
等
の
措
置
を
講
じ
、
更
に
将
来
の

一

補
助
金
交
付
に
つ
い
て
の
適
正
を
期
す

一

る
よ
う
、
し
ば
し
ば
要
望
し
て
き
た
の

一

で
あ
る
が
、
ま
だ
こ
れ
の
励
行
が
徹
底

-

し
て
い
在
い
箇
所
が
見
受
け
ら
れ
た
の

…

で
、
今
後
の
善
処
を
強
く
要
望
す
る
も

一

の
で
あ
る
。

一

圃
ま
え
が
き

O 

(
こ
こ
を
と
じ
て
く
だ
さ
い
)

随時監査

出納事務〈公営企

業関係を除く〉

(3)監査C期日

昭和40年 2月 4--5日

(4)監査の結果

(1)監査の種類

(2)監査の対象

圏
一
般
会
計
及
び
特
別
会

計
(
公
営
企
業
を
除
く
〉

ω予
算
執
行
状
況
に
つ
い
て

昭
和
三
十
九
年
度
一
般
及

び
特
別
会
計
(
公
営
企
業
を

除
く
〉
の
予
算
執
行
状
況
は

監
査
執
行
日
現
在
(
表
1
〉

の
と
沿
り
で
あ
る
。
一
般
会

計
に
つ
い
て
は
予
算
現
額
十

三
億
四
千
六
百
三
十
四
万
八

千
円
に
対
し
、

収
入
済
額
は

九
億
三
百
二
十
五
万
八
千
五

百
六
十
二
円
で
六
十
七
・
一

%
、
支
出
済
額
は
九
億
八
千

百
五
十
八
万
九
千
九
百
三
十

五
円
で
、
七
十
二

・
九

μ
の

執
行
率
と
な
っ
℃

お
D
、
歳

入
歳
出
差
引
不
足
額
七
千
八

百
三
十
三
万
一
千
三
百
七
十

O 
三
円
は
一
時
借
入
金
に
よ
っ

て
ま
か
な
わ
れ
て
い
る
。

特
別
会
計
に
つ
い
て
は
、

予
算
現
額
の
総
額
は
九
千
三

百
二
十
二
万
四
千
円
で
収
入

総
額
は
六
千
七
百
四
十
六
万

五
千
六
十
五
円
、
支
出
総
額

は
六
千
七
百
二
十
三
万
四
千

四
百
八
十
三
円
で
、
そ
れ
ぞ

れ
七
十
二

・
四
%
及
び
七
十

一一・一

μ
の
執
行
率
を
示
し

歳
入
歳
出
差
引
残
額
は
二
十

三
万
五
百
八
十
二
円
と
な
っ

て
い

る。

ω牧
入
支
出
事
務
に
つ
い
て

収
入
支
出
事
務
に
つ
い

て

は
、
私
申
告
む
紅
良
好
主
事
務

処
理
が
認
め
ら
れ
た
が
次
の

諸
点
に
つ
い

て、

今
後
の
善

処
ザ
'
望
ま
れ
る。

川判
定
期
徴
収
の
収
入
に
つ

い

て、

過
年
度
に
収
入
発
生

の
事
実
が
生
じ

て
い
た
の

を
発
見
し
た
と

の
理
由
で

過
年
度
分
(
滞
納
繰
越
分
)

と
し
て
会
計
整

理
を
し
た

も
の
が
あ
っ
た
が
、
こ

の

よ
う
な
場
合
は
現
に
調
定

を
し
納
入
通
知
書
を
発
し

た
日
の
属
す
る
会
計
年
度
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千円未j荷は 4捨 5入した 。

算予(表 1) 
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す
な
わ
ち
現
年
度
分
と
し

て
整
理
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い

る
の
で
、
今
後
注
意

さ
れ
た
い
。

M
W
資
金
前
渡
及
び
概
算
払
が

な
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て

そ
の
精
算
が
治
く
れ
た
も

の
(
長
期
の
も
の
は
五
カ

月
間
)
が
相
当
数
見
受
け

ら
れ
た
が
、
あ
ら
か
じ
め

収
入
役
の
承
認
を
受
け
た

も
の
以
外
は
用
務
終
了
後

七
日
(
旅
費
に
つ
い

て
は

五
日
)
以
内
に
精
算
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
で

所
定
期
間
内
の
精
算
を
励

行
す
る
よ
う
措
置
さ
れ
た

い
。

-
基
金

ω用
品
調
達
基
金
に
つ
い
て

本
基
金
は
用
品
の
集
中
購

買
に
よ
り
、
用
品
の
取
得
及

び
管
理
事
務
を
合
理
化
す
る

目
的
を
も
っ

て、

昭
和
三
十

九
年
四
月
一
自
に
設
置
さ
れ

た
も
の
で
、
基
金
の
額
は
二

百
万
円
と
な
っ
て
治
b
、
運

用
状
況
は
(
表
2
)
の
と
も
相

b
と
な
っ
て
い
る
。

ω取
員
厚
生
資
金
貸
付
基
金

に
つ
い
て

本
基
金
は
本
市
職
員
の
生

活
の
安
定
と
福
祉
の
増
進
に

寄
与
す
る
目
的
を
も
っ
て
昭

和
三
十
九
年
四
月

一
日
に
設

置
さ
れ
た
も
の
で
基
金
の
額

は

一
千
万
円
と
な
っ

て
い
る

本
基
金
の
当
年
度
運
用
状

況
に
つ

い
て
は
監
査
執
行
日

現
在
一
般
貸
付
が
貸
付
額
三

百
二
十
八
万
円
(
四
十
八
名
)

償
還
額
五
十
三
万
八
千
九
百

七
十
円
、
貸
付
残
高
二
百
七

十
四
万
一
千
三
十
円
及
び
利

子
収
入
四
万
四
千
百
六
円
で

一
方
特
別
貸
付
に
つ
い
て
は

貸
付
残
高
五
百
十
一

万
二
千

三
百
九
十
二
円
(
六
百
六
十

五
名
)
で
、
総
額
七
百
八
十

五
万
三
千
四
百
二
十
二
円

(
七
百
十
三
名
〉
の
貸
付
残

高
と
な
勺
て
い
る
。

ωそ
の
他
の
基
金
に
つ
い
て

て (監
い表査
る 3 執
。)行

の日
と 現
告在
少の
と状
主主況
つは

-
雑
部
金

雑
部
金
(
歳
入
歳
出
外
現

金
〉
の
保
管
状
況
は
監
査
執

行
日
現
在
(
表
4
)
の
と
烏

b
と
な

っ
て
お
り
、
当
該
雑

部
金
の
出
納
及
び
保
管
に
つ

い
て
の
事
務
処
理
は
島
治
む

ね
良
好
で
あ

っ
た
が
、
次
の

点
に
留
意
さ
れ
た
い
。

ω前
年
度
よ
り
の
繰
越
金
に

つ
い
て
‘
雑
部
金
整
理
簿

の
繰
越
残
高
と
各
受
払
簿

の
繰
越
残
高
の
集
計
額
が

符
合
し
な
か
っ
た
が
、
こ

れ
は
繰
越
時
に
む

い
て
当

該
受
払
簿
の
繰
越
V
的
催

に
処
理
さ
れ
て

い
な
い

こ

と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
の

で
、
今
後
繰
越
時
に
沿
い

用品調達基金運用状況
(昭和39'手4月IIIより40年2月4日まで)
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日 868，196 I基金回転率(%)1 195.53% 

(表 2} 

/ 

て
は
必
守
両
帳
簿
の
照
合

か
し
な
す
よ
う
に
さ
れ
た
い

伺
雑
部
金
文
払
簿
の
整
即
に

つ
い
て
前
年
度
よ

D
の
繰

越
が
金
額
の
み
で
そ
の
内

訳
記
帳
が
注
さ
れ
て
い
な

い
た
め
、
当
該
繰
越
金
の

内
容
が
明
瞭
で
な
い
が
、

長
期
に
わ
た
る
保
管
金
に

つ
い
て
は
特
に
内
容
不
明

の
原
因
に
な
る
も
の
で
あ

り
J

、
ま
た
雑
部
金
整
理
簿

と
の
不
突
合
が
生
じ
た
場

合
に
ネ
そ
の
発
見
に
困
難

を
生
じ
る
結
果
と
な
っ
て

い
る
の
で
、
繰
越
に
あ
た

つ
て
は
内
訳
明
細
書
乞
作

成
し
て
当
該
受
払
簿
に
添

付
す
る
か
、
件
数
が
多
く

長
期
に
わ
た
る
も
の
に
つ

い
て
は
台
帳
(
補
助
簿
)

を
作
成
す
る
等
受
払
簿
の

様
式
と
も
あ
わ
せ
て
再
検

討
の
要
が
認
め
ら
れ
た
。

り

一
般
会
計
よ
b
支
出
し、

雑
部
金
と
し
て
受
入
れ
る

べ
き
金
額

(
振
替
命
令
書

は
正
当
に
作
成
さ
れ
て
い

る
〉
を
誤
っ
て
雑
部
金
よ

り
払
出
し
一

般
会
計
に
収

入
し
た
も
の
に
つ
い
て
、

そ
の
事
実
を
後
日
発
見
し
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え金 ~ 塾置年月 日積立金額 | 設置 自 自力

財政調整基金
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雑部金の保管状況
\ 11{l ~140'r 2114 11現fi:)
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過
誤
-訂
正
の
た
め
の
調
書

に
基
づ
か
な
い
で
出
納
簿

の
残
高
訂
正
記
帳
が
な
さ

れ
て
い
た
が
誤
記
訂
止
と

し
て
誤
記
事
項
の
松
消
が

で
き
な
い
場
合
の
処
理
は

上
記
調
書
を
作
成
し
こ
れ

に
基
づ
き
一
訂
正
記
帳
を
な

す
べ
き
で
あ
る
の
で
今
後

注
意
さ
れ
た
い
。

槽
有
価
証
券
等

有
価
証
券
及
び
保
管
有
価

証
券
の
状
況
は
監
査
執
行
日

現
在
(
表
5
)
の
と
お

D
と

友
っ
て
い
る
。
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